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第２章 日英博覧会と内務省―国宝出品と古社寺保存会  
日英博に内務省が深く関わっていたことを検証した。明治維新後の内外の博覧会はもとも
と殖産興業を目標としていたものであり農商務省の管轄であったが、日英博の頃になると国
家統合の象徴として機能するようになり内務省の関与が強まった。また内務省は古社寺の保
護とその宝物の保護を通して、国の歴史と宗教を管理するようになっていく。この章におい
ては、博覧会行政における官庁のセクショナリズムを指摘するとともに、内政と外交の両面
から明治最晩年の日英博が大きな意味を持つことを改めて確認できた。 
 
第３章 日英博覧会における国宝の出品と『特別保護建造物及国宝帖』 
―「官製日本美術史」の形成  
日英博における国宝出品と日英両言語で出版された『特別保護建造物及国宝帖』について
考察した。日英博の最大の見どころとなった日本美術については古代重視の作品選定および
出版があった。国宝出品に関しては、貴重な文化遺産の海外への輸送に対して古社寺保存会
が難色を示したことにより海外貸出の是非が議論されたが、結果として外交上の理由から断
行された。この議論を通して、明治期の対外美術戦略に国宝が利用された事実が明らかにな
り、また、こうした議論を契機として文化財保護への意識が高まり、作品に随行した博物館
員が展示と保存の両立に苦心したことも分かった。そして出品された美術品は、ジャポニス
ムの成熟期を過ぎたヨーロッパにおいて、ただ楽しむだけではなく日本美術を体系的に学び
始めた観衆の期待に応えるものとなった。さらに『国宝帖』については、岡倉覚三（天心）
の日本美術史観が色濃く表れた第二の官製日本美術史であることが改めて明らかとなった。 
 
第４章 文部省美術展覧会と日英博覧会：新美術の出品をめぐって 
日英博の新美術出品について、日本画・西洋画の鑑査状況と出品作品、および現地、日本
国内での批評を分析した。それにより、鑑査に文展が大きく関与していることを解明し、日
本のサロンを作ろうとした明治政府の国内美術行政の一環としての文展創設が日英博の鑑
査に役立ち、文展もまた対外美術戦略の一翼を担っていたことを証明した。 
 
第５章 日英博覧会と「やまとひめ」―日本を表象する女神像の誕生とその背景 
日英博の賞状に描かれた日英両国を象徴する女神像の解析を通し、日本を表象するやまと
ひめ図像の源泉をたどった。この考察により、日本が自国のシンボルとして女神像を必要と
していたこと、その誕生については伊勢神宮を中心とする国家神道の成立と密接に関わって
いること、さらには、欧米列強と対等であることを示すために、日本が古代から連綿と続く
歴史を持つ一等国であることをアピールする、という日英博のねらいがその裏にあることを
証明した。 
 
第６章 日英博覧会の両義性―国家的ページェントと見世物興行のあいだで 
日英博が明治政府の美術行政や対外美術戦略の一環として最新の美術の動向や国宝など
一級の美術品を提示する一方で、江戸文化を未だ残す明治期の見世物文化をイギリスで披露
し、エキゾティックな日本像を求めていた観衆の期待に応えたことを明らかにした。具体的
には日本の歴史を立体的に見せるジオラマ、そして日本村である。さらに帝国主義の祭典と
してホワイトシティでの博覧会に求められていた植民地展示についても振り返り、人道上の
問題を含みながらも 1910年の世界情勢を表わすものと位置づけた。 
 
以上の考察を踏まえて本稿の結論をまとめるならば、日英博は日英同盟に付随する日英の
友好関係の強化を目的として外交上企図されたものであり、加えて対英貿易の不均衡すなわ
ち輸入超過、輸出僅少を改善すべく、国産品の販売促進も意図していた。さらに開催にあた
っては中止された万博、日本大博覧会の代替イベントという役割も担っていたので、二国間
の博覧会と言っても意気込みは万博への参加に匹敵するものであった。しかしながら日露戦
争後の財政緊縮の時期に巨額を投じたこと、相手国のイギリスは政府主導ではなく民間会社
が運営を行っていたことから日本に不利な営利事業と見做され、帝国議会で議論の的となっ
た。 
実質的にロンドンでの日本博、現在のジャパン・フェアの先駆けのようなイベントとなっ
た日英博において、明治政府は最大限にその場を活用しようとした。その到達点を、帝国日
本を欧米列強と対等な国家として認めさせることと設定し、展示においては日本が古代から
連綿と続く歴史と文化を持つ一等国であることを示すために門外不出の国宝をイギリスま
で運んだ。『国宝帖』の日英同時出版によって、東アジア美術史のなかに日本を位置づける
という岡倉覚三（天心）の思想にもとづき官製日本美術史を内外に発表した。また神武天皇
から始まる歴史をジオラマとして立体的に展示し、博覧会のアイコンとして日本を象徴する
女神像を古代神話にもとづいて創出するなど、美術出品以外の分野でも日本のナショナル・
アイデンティティが表象されることとなった。すなわち日英博は帝国日本の自意識の発露で
あり、ナショナリズムの視覚化を通した日本の対外イメージ戦略のさまざまな形態がみられ
る場であった。その戦略には外務省、そして博覧会行政を担う農商務省のみならず、内政の
総てを掌握していた内務省、さらに文部省も関与していた。特に内務省については、国家神
道の確立という大命題を抱えていた時期であり、古社寺の保存、国宝をはじめとする文化財
の保護という美術の管理も含め、内務官僚による美術行政への関与がみられた。 
 そして最後に付け加えるべきこととして、日英博は帝国日本の国家的ページェントであっ
たが、その一方で江戸趣味を残す明治の見世物文化も共存しており、西欧のジャポニスムに
見合った、日本愛好の観衆の期待に応えるエキゾティックな日本像を提示した。それは明治
政府が目指した方向に逆行するものであったが、むしろその両義性がイギリスの観衆の眼を
喜ばせたとも言えるのである。 
